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0 0 0 0 0 0 0 0
という観念
0 0 0 0 0
がどこの家の主婦にもある」から人使いが荒い。「住み込みの女中なら，気をつかって
仕事の分担もなるべく軽くしてくれるが，一時の臨時女中
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てくれるのは金の力
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の観念がつづいている


























































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
である。あたかも，春子が信子を他人視
0 0 0 0 0 0 0 0 0
してきたと同様であ
る。高みの見物をしていればよい（傍点引用者）40）。
　先に述べたとおり，日本における雇主と住み込み女中との関係はもともと，働く者をもふくめ
て身ぐるみ抱え込む温情的な主従関係であった。住み込み女中の多くは結婚前の若い女性である。
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“家事見習”という名のもと，女中は雇主から生活のすみずみまで干渉されるのとひき換えに，“準
家族”として扱われた。これに対し家政婦は，契約にもとづき，家庭生活のうち家事のみを切り
離して事務的に処理する使用人である。したがって，雇主と家政婦のあいだには“温情”のよう
なものは成立しにくい。
　もっとも当時，雇主と家政婦とのあいだに対等な
0 0 0
労働サービスの売買関係が成立していたかと
いえば，必ずしもそうとはいえない。稲村家のようにずっと住み込みの女中を使ってきた家庭で
は，大人のみならず子供までもが家政婦を一段低いものとして蔑んだ。女中払底の折から，いち
おう丁寧に扱われているが，相変わらず人格は無視されていた。法律や制度は変わっても，人び
との意識は急には変わらない。“特別な技術を必要とする職業”とは名ばかり。家政婦は専門職と
してのプライドを持つことが難しかったのである。
　見習修行として働く女中には将来，結婚して家庭をもつという目標があった。そのため，辛い
仕事にも耐えることができた。これに対して中高年者が多数を占める家政婦には，夫と離別・死
別した者も多い。
「面倒くさい家庭なんかこりごりだわ。独りのほうがどれだけ気楽だかしれないわ」。家政婦
の寄宿舎では，お互い，そんなことをよく云い合う。よその家庭をのぞいて帰ってくる女た
ちだけに，その意見には具体性と実感がこもっていた。だが，この意識の中には，そんな脆
さを持っている家庭を羨む気持が根を張っているのだった。
要するに，彼女たちは働いている家庭から見ればよそ者
0 0 0
である。その家庭の雑務にこき使わ
れるための便利さで傭われているだけだが，主婦が猫のように甘い声を出そうとも，いざと
なれば，その家庭の中には一歩も近づけないよそ者
0 0 0
扱いであった。
しかし，そういう家庭を彼女たちは持ちたい。なぜなら，彼女たちの多くは曾て築いた自分
の家庭からの追放者か，破壊者であった41）。
　家庭を持てない劣等感，身寄りのない孤独感，よそ者
0 0 0
扱いされる疎外感、人格無視の被虐心理。
これらがあいまって主人公の陰湿なキャラクターを作り出した。『熱い空気』は，家事使用人が家
庭のなかの“他人”である事実を，家政婦の目を通して読者に突きつけるとともに，主人公の屈
折した心理とそれにもとづく卑劣な行為をリアリティをもって描きす。
　ドラマ『熱い空気』の監督もつとめた演出家の鴨下信一は，この作品が発表された時代をふり
返り，「今とは比較にならないくらい〈運の不平等〉が小説の大きなテーマだった」42）と述べてい
る。夫に裏切られ，雇主からも蔑まれる信子はまさに，不運な人の代表である。信子の行為を非
難するのはたやすい。しかし，当時の読者の多くは，不謹慎であるとわかっていても，彼女に対
し時にはエールを送ったにちがいない。なぜなら読者もまた，信子その人であったからだ。
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